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時

事

闘

甑

ノ

目
下
の
.卸
費
相
場
ご
小
費
相
場

戸

田

海

市

一

両
者

の
本
末
關
係

,

巳

本
年
四
月
の
恐
慌
以
來
重
要
諸
商
品
の
卸
費
相
場
か
著
し
く
下
落
せ
る
に
反
し
、
小
萱
相
場

の
下
落
は
比
較
的
僅

少

に
止
ま
っ
て
居

る
や
う
で
あ
る
。
恐
慌
以
來

の
不
景
気
に
由
b
民
衆

の
所
得
減
少
及
失
業
か
次
第

に
著

し
く
な

れ
る
に
係
は
ら
す
.
其
生
活
に
直
接
の
關
係
め
る
小
費
相
場

か
此
の
如
く
僅

か
の
下
落
に
止
ま
る
こ
ご
は
甚
し
く

民
衆
の
生
活
を
塵
追
す

る
も
の
で
む
る
。
散

に
今
日
の
急
務
は
小
賞
相
場

の
正
當
な
る
下
落
を
圖

る
こ
ε
で
あ
る

ε
云
ふ
議
論
か
近
來
諸
方
面
か
ら
起

っ
て
来
た
噂
吾

々
か
目
下
の
小
菅
相
場

の
問
題
を
考

へ
る
に
付
て
は
、
先

つ

卸
資
相
場
ざ
小
費
相
場
ε
か
本
来
如
何
な
る
因
果
關
係
を
有
す
る
や
、
文
面
相
場
の
高
低
の
渥
蓮
大
小
は
如
何
.な

る
程
度
に
相

一
致
す

る
も
の
な
り
や
を
明
か
に
し
、
更
に
恐
慌
以
來
の
特
種
の
纒
濟
事
情

か
両
相
場

の
瀾
係
に
如

何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し

つ
、
あ
り
ゃ
を
明
に
す

る
こ
ε
を
要
す
る
。

時
事
問
題

目
下
の
卸
費
相
場
ε
小
費
相
場

第
+
】
巻

(第
六
號

八
九
)

七
九
三



・

時
事
問
題

目
下
の
卸
賞
相
場
ε
小
費
相
場

第
十
一
巻

(第
六
號

九
〇
)

七
九
四

世
人
か
卸
賀
相
場
の
下
落
の
人
な
る
に
係
は
ら
す
、
小
費
相
場
の
下
落

か
割
合

に
小
な

る
こ
ε
を
批
難
す

る
に
克

っ
て
は
、

蓮
例
小
費
相
場
な
る
も
の
か
卸
費
相
場

に
出

て
決
定
せ
ら
る

へ
き
も
の
て
あ
る
巴
云
ふ
考

へ
か
横

っ

て
居
る
。
此
考

へ
を

}
概
に
誤
れ
り
ご
断
ず
る
こ
ご
は
出
家
な
い
か
、
併

し
之
を
承
認
す
る
に
は
種
々
の
條
件
を

要
す
る
。
個
々
の
小
費
商
人
は
少
数
の
消
費
者
特
に
小
腰
域
内

に
於
け
る
少
敷
者
を
相
手
ε
し
て
響
業
す

る
着
て

あ
る
か
ら
、
大
市
場
に
配
給

せ
ら
れ
る
薦
め
に
生
産

せ
ら
れ
た
商
品
の
相
場
を
凋
立
に
決
定
す
る
の
地
位
に
立

つ

こ
ご
は
非
常
に
困
難
危
険
て
あ
る
。
故
に
商
業
界
の
實
際
を
見
れ
ば
小
費
商
人
は
卸
資
商
人
よ
り
仕
入
れ
た
る
相

場
に

一
定

の
歩
合
を
加

へ
た
も
の
を
小
費
相
場
ご
す

る
陀

ご
を
常
ご
す
る
。
併
し
乍
ら
商
品

か

一
旦
ひ
市
場
に
提

供

せ
ら
れ
た
上
は
、
之
に
謝
し
て

一
般
消
費
者
の
認
む
る
債
値
に
由
て
取
引
す

る
の
外
は
な

い
。
.散
に
卸
萱
商
人

か
相
場
を
定
む
・る
に
方

っ
て
は

一
般
消
費
者
か
如
何
な
る
償
直
を
認
む
る
や
を
考

へ
ね
は
な
ら
織
の
て
あ
る
か
、

一
般
清
費
者
の
認
む
る
償
値
は
小
萱
相
場

ε
な

っ
て
現
は
れ
る
も
の
て
あ
る
。
故
に
卸
費
商
人
か
或
商
品

の
相
場

を
定
む
る
に
方

っ
て
は
、
其
商
品

の
配
給

せ
ら

る
、
市
場
全
騰
に
通
す
る
小
菅
相
場
を
考

へ
て
之
を
定
め
ね
は
な

ら

諏
。
卸
賢
商
人
の
相
場

の
決
定
か
當
を
得
だ
場
合
に
は
、
個
々
の
小
菅
商
人
は
殆

ん
蓬
機
械
的
に
之
に

一
定
歩

合

の
口
銭
を
加

へ
た
も
の
を
以
て
小
萱
相
場

ご
し
て
も
差
支

へ
は
な

い
が
、
卸
賓
相
場
の
決
定
か
不
嘗
て
あ
る
場

合

に
此
の
如
く
機
械
的
に
之
に
基

き
て
小
菅
相
場
を
定
む
る
ご
き
は
或
は
供
給
過
剰
ざ
な
り
、
或
は
供
給
不
足

ε

な

る
を
見

れ
の
、
故
に
此

の
需
供

の
不
適
合
を
調
節
す
る
矯
め
小
質
相
場
を
猫
立
に
増
減
せ
ね
は
な
ら
粗
。
小
萱



脂

'

相
場
か
此
の
如

き
攣
調
即
ち
凋
立
の
高
低
を
示
す
ε
き
は
丙
部
費
商
人
は
更

に
此
攣
調
を
研
究
し
て
卸
費
相
場
を

改
定
せ
ね
は
な
ら
沁
。
此
改
定
か
迅
速
正
確
に
行
は
る
、
ざ
き
は
、
小
費
相
場
も
著

し
き
憂
調
を
呈
す
る
に
至
ら

す
、
再
ひ
卸
質
相
場

に
追
随
す
る
こ
ご
、
な
る
の
て
め
る
。

之
.に
出

て
見
れ
ば
小
費
相
場

か
都
萱
相
場

に
出
て
決
定
せ
ら
る
＼
こ
ご
を
適
當

ε
し
有
利
己
す
る
は
、
其
卸
費
相

場

か
正
賞
に
決
定
せ
ら
れ
だ
場
合

に
限
ら
れ
る
。
而
し
て
小
費
相
場
か
卸
費
相
場
に
從

漁
て
動
く
場
合
に
激
て
も
、

一
方
か
今
日
高
低
す
れ
は
他
方
も
直
ち
に
明
旦
よ
り
高
低
し
、
叉

一
方

か

一
割
方
の
高
低
を
生
す

れ
は
他
方
も
亦

一
割
方
の
高
低
を
生
す
る
ε
雪
ふ
か
如
く
、
両
者
か
迂
遠
正
確
に

一
致
す

る
こ
ご
は
望
ま
れ
な

い
。
両
者

の
高
低

の
遅
速
ε
程
度

`
に
は
常

に
相
當
の
距
離

の
存
す
る
こ
ざ
を
見
れ
楓
の
て
あ
る
か
、
戦
争
以
来

一
般
の
卸
費
相
場

か
先

っ
極
端
な
紅
投
機

に
出
て
掩
鼠
せ
ら
れ
、
更
に
本
年
に
入
っ
て
激
烈
な
る
恐
慌

に
襲
は
れ
把
か
ら
、
其
の
小

賢
相
場

に
封
ず
る
距
離

か
盆
甚
し
く
な

っ
た
や
う
て
あ
る
。
只
た
果
し
て
今
日
両
相
場
の
間

に
世
人
の
想
像
す

る

か
如
き
大
な
る
距
離

か
存
す

る
や
を
明
か
に
す
る
こ
ε
は
困
難
て
あ
る
。
何
れ
の
國
に
於
て
も
卸
費
相
場
の
統
計

的
調
査
の
如
く
小
費
相
場
の
実
れ
を
正
確
な
ら
し
む
る
こ
ご
は
困
難
て
あ
る
か
、
我
国
に
於
て
は
小
費
市
場
の
組

織
の
混
雑
不
規
律
な
る
か
爲
め
に
、信
用
し
得

へ
き
小
費
相
場
の
調
査
を
得

る
こ
ε
か
特
に
困
難
ざ
な

っ
て
居

る
、

部
費
相
場
似
調
査
は
生
産
問
題
を
研
究
す

る
に
必
要
て
あ
る
か
、
分
配
問
題
及
生
活
嚢
問
題
を
研
究
す
る
に
は
勢

銀
調
査
ε
同
時

に
岳
非
ざ
も
小
菅
相
場
及
家
賃
の
調
査
を
必
要
巴
す
る
。
従
来
公
私
諸
方
面
に
於
て
卸
萱
相
場
の

時
窮
問
題
㎞

目
下
の
卸
萱
相
場
ご
小
費
相
場

第
十
一
巻

(第
六
號

九
一
〉
・
七
九
五



時
事
問
題

目
下
の
卸
費
相
腸
ε
小
幕

腸

第
+

奮

(第
六
號

九
二
〉

七
突

調
査

に
は
相
當

の
努
力
を
彿
は
れ
て
居
る
か
、
小
費
相
場
の
調
査
か
甚
し
く
閑
却
せ
ら

れ
て
居
る
こ
ざ
は
遺
減
て

あ

る
。
.

二

両
者
攣
動
の
緩
急

小
電

場
の
攣
動
か
饗

相
場
の
夫
れ
ご
異
・
は
其
攣
動
の
緩
慢
微
弱
な
る
・
毛

あ
る
・
元
來
饗

に
撃

は

個

々
の
取
引
の
金
額
か
大
て
あ
る
か
ら
、
其
相
場
に
百
分
の

=

一ご
云
ふ
か
如
き
高
低
か
起

っ
て
も
取
引
當
事
者

に
重
大
の
利
害
を
及
ぼ
す
。
故

に
例

へ
は

一
松
千
圓
以
上
の
生
糸
の
相
場

に
拾
圓
武
拾
圓
の
高
低
か
起
れ
ば
、
新

聞
紙
は
之
を
暴
騰
暴
落
こ
し
て
報
道
す

る
。
然
る
に
個
々
の
小
費
取
引
は

一
般

に
小
額

の
も
の
て
あ
る
か
ら
、
百

分
の

三

三

至

か
如
き
相
場
の
受
動

か
起

っ
て
も

一
幣

碧

は
左
ま
て
之
を
重
要
醜
し
な

い
・
從

っ
て
π
小

資
商
人
も
此
の
如
き
細
微
の
高
低
を
生
せ
し
む
る
の
必
要
を
認
め
な
い
。
加
之
小
質
取
引
に
於
て
多
く
通
用
す
る

所

の
拾
銭
五
銭
壷
銭
等
の
小
貨
幣
を
以
て
し
て
は
、
此

の
如

く
細
微
の
高
低
を
個
々
の
取
引

の
上
に
實
註
す
る
の

困
難
な
る
場
合
も
少
な
一
な

い
μ

商

人
同
志
の
間

に
行
は
る
＼
卸
費
取
引
に
於
て
は
需
要
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
総
て
の
事
情

か
注
意
せ
ら
れ
、
其

の
何
れ
鍾

動

か
起

っ
て
も
忽
ち
取
引
相
場
の
⊥
に
受
動
を
生
せ
し
め
る
。
然
る
三

股
消
費
者
は
其
の
需
用
す

る
者
種
商
品
の
市
況
に
閲
す

る
智
識
を
有
せ
す
、
又
多
く
の
消
費
者
は
其
需
用
物
の
購
買
に
方
り
商
人
の
如
く
利



昏

害
の
打
算

ド
鋭
敏
て
な

い
コ

若
し
も
消
費
者
に
し
て
少
数
の
需
用
物

の
購
買
に
其
所
得
を
集
中
支
出
す

る
者

て
め

る
な
ら
は
、
之
か
取
引
に
付

て
大
な
ち
注
意
を
駕
す
て
あ
ら
う
か
、

一
般
清
費
者
は
其
所
得
を
細
分
し
て
多
種
類

.

の
商
品
に
饗
し
之
を
支
幽
す
る
。
故

に
其

の
各
種
商
品
の
取
引
に
付
て
蠢
く
充
分
の
注
意
を
彿
ふ
こ
ご
は
不
能
て

あ
り
、
又
個
〃
の
取
引
額

の
細
微
な
る
爲
め
此
の
如

き
注
意
を
抗

ふ
の
必
要
を
威
す
る
こ
ご
も
少
な

い
。
是
れ
本

来
鞍
利
に
敏
感
な
る
商
人
ε
雌
も
、
消
費
者
ご
し
て
取
引
を
行

ふ
に
方

っ
て
は
案
外
に
無
頓
着

ε
な
る

一
原
因
て

あ
る
。

一
般
消
費
者
か
此
の
如
き
態
度
を
探

っ
て
取
引
を
行

ふ
ご
き
は
.
其
取
引
か
必
然
慣
例
に
支
配
せ
ら

亀
、

惰
性
的
の
も
の
ご
な
り
、
取
引
の
上
に
攣
動
の
起

る
こ
ε
を
欲
し
な

い
。
從

っ
て
小
費
相
場
も
以
前
ε
同

一
て
あ

る
な
ら
は

一
般
消
費
者
は
安

一6
し
て
取
引
す
る
傾
向

か
あ
る
。

更

に
小
費
相
場
の
高
低
は

一
般
消
費
者
の
購
買
力
の
増
減
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
此
購
買
力
は
常
に
其
所
得
の
増

減

に
出
て
機
械
的
に
決
定
せ
あ

る
・
も
の
ε
見

る
こ
ε
を
得
な
い
ご
し
て
も
、
大
鵬
其
増
減

に
俘
ふ
も
の
な
る
こ

ビ
は
争
は
れ
な

い
。
而
し
て
個
々
溝
費
者
の
所
得
の
源
泉

は
甚
だ
匠

々
て
あ
b
、中

に
は
其
所
得

か
急
激
の
増
減
を

示
す
も
の
も
あ
る
か
、
消
費
者
全
艦
を
通
し
て
の
所
得

に
は
左
ま
て
急
激
の
.増
減
か
な

い
。
從

っ
て
滑
費
者
塗
鎧

の
所
得
の
増
減

に
直
接
.の
關
係
を
有
す

る
小
費
相
場
に
も
急
激
の
愛
動
が
起
ら
な

い
。
文
典
急
激
の
攣
動

の
起
る

こ
ε
は

　
般
消
費
者
の
苦
痛

ざ
す

る
所
で
あ
る
。
今
日
の
文
明
國
に
於
て
消
費
者
こ
し
て
重
要
の
地
位
を
青
む
る

勢
働
者
及
公
私
役
員
階
級
の
所
得

の
増
減
に
付

て
見
る
に
、
役
員
の
俸
給
が
強
き
固
定
的
傾
向
を
有
す

る
は
勿
論
、

時
事
問
題

目
下
の
御
盛
相
場
ε
小
菅
相
場

第
十
一
巻

ハ第
六
號

九
三
)

七
九
七



時
事
問
題

目
下
の
卸
費
相
場
ε
小
盗
相
場

第
†
一巻

(第
六
號

九
四
)

七
九
八

勢
働
者
の
勢
働
も
物
債
よ
り
は
緩
慢
に
高
低
す

る
の
て
あ
る
。
元
來
役
員
聲
働
者
の
如
き
は
共
所
得
の
大
小
に
係

ら
す
殆
ん
ε
其
全
部
を
生
活
費
に
投
し
.
小
賞
市
場

に
謝
し
て
需
用
を
起
す
看
て
あ
る
か
、
彼
等
の
所
得
は
此

の

如
一
固
定
的
傾
向
を
有
す
る
か
ら
其
需
用
金
額

に
著
し
き
増
減
を
生
し
な

い
。
資
本
家
就
中
大
企
業
者
の
所
得
は

景
気
不
景
気
に
出
て
著
大
の
増
減

を
爲
す
も
の
で
あ
る
が
、
其
増
減
は
主
ざ
し
て
投
資
起
業
の
上
に
伸
縮
を
來
た

し
、
從

っ
て
御
壷
市
場
の
商
品
ご
し
て
重
要
の
地
位
を
青
む
る
原
料
半
製
品
に
劃
す

る
需
用

の
著

し
き
増
減
を
示

す

こ
、乙
＼
な
る
。
然

る
に
此
等
資
本
家
の
生
活
斐
の
大
さ
は
其
貯
蓄
投
資
の
如
く
所
得

の
増
減

ε
密
接

の
關
係
を

以
て
伸
縮
す

る
も
の
て
な
く
て
可
な
り
固
定
的
傾
向
を
有
し
、
從

っ
て
彼
等
の
小
費
商
品
に
封
ず

る
需
用
も
急
激

の
増
減

を
示
さ
な

や
。
此
等

の
理
由
よ
り
戦
争
以
來
の
好
景
気
時
代
に
は
釦
萱
相
場
が
常

に
急
激

の
聡
貴
を
示
せ

る
に
反
し
て
小
喪
相
場

の
騰
貴
は
緩
慢
て
あ
っ
た
か
、

一
方
に
は
本
年
四
月
の
恐
慌
以
來
は
卸
費
相
場
の
下
落

の

急
激
な
る
に
反
し
て
小
資
相
場
の
下
落

か
緩
慢

に
な

っ
て
居

る
。

部
費

取
引
に
於
て
は
廣
き
匠
域
`
長
き
時
日
ピ
に
於
け
る
需
用
供
給
の
状
況
か
考
量
せ
ら
れ
る
か
ら
、
其
取
引
は

本
来
投
機
思
惑

の
要
素
を
含
む
こ
ぜ
か
多

い
d

文
相
當
の
資
力
を
有
す

る
者

か
投
機
取
引
を
行
は
ん
ご
す
れ
は
大

量
取
引

に
付
て
之
を
行
ふ
こ
ε
を
必
要
ε
し
、
從

っ
て
取
引
所
取
引
叉
は
卸
費
取
引

に
付
て
之
を
行
ふ
こ
ε
を
要

す

る
。
卸
萱

に
於
け
る
投
機
は
零
時

に
於
て
も
絶

へ
す
或
程
度

に
行
は
れ
て
居

る
か
、
戦
争

以
来
の
好
景
気
に
刺
戟

せ
ら
れ
て

】
般
の
部
費
取
引

か
頗
ふ
る
投
機
的
蓬
な
り
、
特

に
取
引
額

の
大
な
る
重
要
の
卸
費
商
業
ほ
ε
甚
し
く



投
機
的
ε
な

っ
た
。卸
費
か
此
の
如
く
投
機
的
ε
な
る
ε
ざ
は
、
其
相
場
か
動
も
す
れ
ば
、
小
賞
帯
揚
の
堪

へ
得

る

程
度
を
超

へ
、
即
ち

一
般
消
費
者

の
購
買
力
の
増
加
を
超

へ
て
騰
貴
す
る
こ
ビ

、
な
る
か
、
此
の
如
き
騰
貴
は
卸

費
商
品
の
停
滞
を
生
し
て
騰
貴
の
勢
を
挫
く
こ
ご

、
な
る
。
戦
争
以
來
卸
賓
相
場
は
幾
回
も
此
の
如
き
相
場
の
行

き
温
き
ご
小
頓
挫

ε
を
繰
返
し
つ
、
進
ん
だ
か
、
本
年
四
月
ま
て
は
ナ
頓
挫
を
生
す

る
こ
己
を
見

れ
π
。
此
人
頓

挫
の
生
す

る
ま
て
は
小
費
相
場
は
大
慌

に
部
費
相
場
の
騰
貴

に
及
は
な
か

っ
た
。
只
た
小
費
商
人
は
我
か
小
菅
市

場
の
観
雑
不
規
律
な
る
に
乗
し
て
或
は
商
品
の
品
質
を
下
だ
し
、
或
は
其
量
目
を
減
し
て
利
益
を
貪
る
こ
ε
を
忘

れ
な
か
っ
た
。
戦
争
以
來
の
我
鹸
…出
貿
易

に
於

て
非
常
な
る
粗
製
濫
造
の
不
正
取
引
か
蹟
唇
し
た
ご
網
せ
ら
れ
北

か
、
實
は
内
地
市
場
就
中
共
小
賀
市
場
に
於
て
も
甚

し
き
不
正
取
引
か
行
は
れ
た
こ
ご
は
孚

は
れ
な
い
事
實
て
あ
.

る
。
故
に
過
去
の
好
景
氣
時
代
に
於
て
小
萱
相
場

の
騰
貴
か
卸
賀
相
場
に
此
ん
で
緩
慢
て
あ

っ
た

こ
ご
は
、
實
質

上

か
ら
見
て
相
當
の
割
引
を
必
要

・し
す

る
。

投
機
取
引
か
最
も
盛
ん
に
行
は
巾
、
從

っ
て
其
相
場
に
最
も
急
激
の
高
低
を
生
す
る
も
の
は
、
大
量
取
引
の
行

は

る
、
重
要
原
料
品
叉
は
宇
製
昂
て
め
る
か
、
此
種
の
大
量
商
品
は
卸
費
取
引

に
於
て
重
要
の
地
位
を
占
む
る
に
反
.

・

し
、
小
質
取
引

に
於
て
重
要

の
地
位
を
青
む
る
商
品
は
原
料
に
劃
し
て
種
々
の
加
工
を
駕
し
た
る
精
製
品
で
あ

る

此
精
製
品
の
生
産
費
は
急
激

の
騰
落
を
示
す
所

の
原
料
以
外
に
種

か
の
加
工
費
用
よ
り
成
立
た
も

の
で
あ
る
か
ら

其
相
場
の
高
低
歩
合
が
原
料

の
実
れ
に
比
し
て
小
ε
な
る
こ
ε
が
當
然
で
あ
る
。
叉
同

一
の
商
品
が
卸
質
小
費
双

時
事
問
題

目
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方

に
於

て
取
引

せ
ら

る

＼
場

合
に
於

て
も

.
仔
細

に
共
商

品
を
検
す

れ
ば
其

の
小
賞

取
引

に
於
け

る
も

の
ば
卸
費

の
夫

れ

に
…謝
し
て
技
術
的

に
可
な

戟
加
工

せ
ら
れ
て
居

る
場

A
[
が
少

な

く
な

い
。
.ヌ

両
取
引

に
於

け
る
商

品
が
技

術
的

に
全
然

同

一
な

る
場
合

ざ
雌

ε
も
、
我

國

の
日
用
品

小
費
取
引

の
方

法
は

、
小
費
商

人
が
清
費
者

各
戸

に
就

き
て
注
文
を
取
り
商
品
を
配
達
し
、
且

つ
其
代
金
支
彿
は
掛
け
費

呈

す

る
こ
ε
を
常
亡

、
之
が
爲

め
小
賞
商

人
は
多
大
の
費
用
ε
危
険
を
負
燃
せ
ね
ば
な
ら

粗
。
即
ち
小
萱
商
人
は
技
術
的
に
は
卸
賀
商
人
ε
同

一
の
商
品
を

取
扱
ふ
場
合
ξ
錐
も
、
経
済
的
に
は
其
商
品
が
無
形
な

る
多
大
の
加
工
を
施
さ
れ
て
あ
り
、
從

っ
て
技
術
的
に
加

工
せ
ら

れ
た
る
小
萱
商
品
ε
同
じ
く
、
"其
相
場

の
攣
動
が
卸
萱
の
来
れ
に
比
し
で
緩
慢
ε
な
る
の
で
あ
る
。

三

両
者
現
在
の
關
係

菌

小
費
相
場
の
受
動
を
緩
慢
な
ら
し
む
る
上
述
の
諸
原
因
は
今
回
の
物
償
下
落

の
際
に
も
存
在
し
.
.之
が
薦
め
卸
喪

相
場
の
下
落

の
大
な
る
に
比
し
て
小
費
相
場
が
下
げ
足
ら
識
こ
ご
＼
な
る
の
で
あ
る
。
此
事
は
目
下
の
欧
米
に
於

て
も
大
鑑

に
同
様
で
あ
る
が
、
此
外
今
日
の
我
経
済
界
に
於
て
は
小
菅
相
場
の
下
落
を
緩
慢
な
ら
し
む

る
特
種

の

事
情
も
存
在
す
る
。
其
の
主
な
る
も
の
を
墨
ぐ
れ
ば
第

一
戦
争
以
来
の
投
機
熱
は
汎
く
脛
濟
界
に
行
き
滾

つ
た
が

特
に
資
力
の
強
大
な
る
商
人
即
ち
重
要
の
御
貰
商
人
の
多
敷
が
大
膳
無
謀
の
投
機
を
行
ひ
、
遂
に
本
年
四
月

の
恐

慌
を
生
ず
る
に
至

っ
た
。

彼
等

の
投
機
を
行

ふ
や

自
家
経
管

の
卸
賞
瞥
業
に

關
係
な
き

株
式
米
穀

の
投
機
取
引



に
ま
で
手
を
振
げ
花
巻
も
少
な
く
な
か

っ
た
が
、
更
に
重
大
な
る
は
其
の
専
門

ご
す
る
所
…の
商
業
を
ば
純
然
た
る

卸
質
叉
は
問
屋
業
よ
り
轄
じ
て
取
引
所
取
引

ξ
同
様
の
投
機
業

ε
し
、
所
謂
仲
間
先
物
取
引
を
其
瞥
業
の
本
騰
な

る

が
如
く
盛

ん
に
行
ひ
し
の
み
な
ら
す
、
現
物
の
取
.引
を
行
ふ
に
付
て
も
恩
威
的
に
過
度
の
貯
藏
を
企
て
、
之
が

爲
め
生
産
者

の
手
を
離
れ
た
る
商
品
が
仲
間
の
卸
賞
商
人
に
抑
留
せ
ら
れ
た
も
の
か
多
く
、
小
萱
市
場

に
現
は
る

る
も
の
が
割
合
に
少
な
か
っ
た
。
戦
争
前
に
は
重
要
生
産
地

の
生
産
者
叉
は
卸
萱
商
人
ε
重
要
な
る
地
方
清
費
地

の
卸
費
商
人
ε
が
直
接
の
取
引
を
初
め
、
従
来
両
者
の
中
間

に
立
ち
て
全
取
引
を
支
配
し
た
る
中
央
市
場
の
卸
萱

商
人
を
排
除
す
る
の
運
動
が
次
第
に
彊
ま
り
、
其
結
果
中
央
の
大
卸
萱
商
人
の
問
に
於
け
る
生
存
拙嬰

が
激
烈
ε

な
り
、
從

っ
て
彼
等
は
豊
富
な

る
資
力
を
有
す
る
し
係
は
ら
す
、
地
方
商
人
叉
は
小
費
商
人
に
謝
し
て
大
な

る
譲

歩
的
態
度
を
探
り
來

つ
π
の
で
め
る
が
、
戦
争

以
來
資
力
の
彊
人
な
る
卸
費
商
人
が
投
機
取
引

に
出
て
更

に
大
に

其
資
力
を
増
大
し
、
商
品

の
恩
威
的
の
抑
留
貯
藏
を
も
盛

ん
に
行

ふ
虎
薦
め
、
小
菅
商
人
は
再
び
卸
費
商
人
の
鼻

息
を
窺

ふ
て
商
品

の
配
給
を
受
け
ね
ば
な
ら

濾
有
様
ε
な

っ
た
、
故
に
去
四
月
の
恐
慌

の
際
に
も
小
賞
商
人
に
し

て
過
多
の
商
品
を
恩
威
的

に
.仕
入
れ
て
失
敗

し
た
る
者
は
少
な
く
、
從

っ
て
小
菅
市
場

に
於
て
投
費
の
行
は
れ
陀

の
は
僅
少
の
部
分
に
止
ま

っ
た
。
之
に
反
し
て
卸
賞
市
場
に
於
て
は
重
要
商
品
の
殆

ん
ご
総
て
が
投
費
的
に
庭
介

せ
ら
る

、
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
り
、
從

っ
て
其
相
場
の
下
落
も
小
責
市
場

の
夫
れ
に
比
し
て
著
し
く
急
激
で
あ

っ
π
が
、
卸
萱
小
賛
而
者
の
勢
力
關
係
の
此
攣
化
は
今
術
ほ
縫
績
し
て
両
者
の
相
場

の
上
に
現
は
れ
て
居

る
。
而

時
事
問
題

目
下
の
卸
費
相
場
定
小
費
相
場
.

第
十
一
巻

.(第
六
號

九
七
)
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.
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事
問
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目
下
の
卸
費
相
場
ご
小
喪
相
場

.
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十
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八
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八
〇
二

・

し
て
小
萱
相
場
の
下
落
程
度
の
.少
な
か

っ
た

こ
ご
は
、
投
資
的
に
貯
藏
商
品
を
威
介
す

る
の
必
要
に
迫
ら
れ
だ
る

卸
費
商
人
を
し
て
、
濁
り
卸
質
的
に
之
を
投
費

せ
し
め
た
る
の
み
な
ら
す
、
自
か
ら
小
費
商
的

の
投
賢
を
試

み
る

者
を
多

か
ら

し
め
穴
原
因
で
あ

っ
た
。

次
に
注
意
す

へ
き
は
重
要
原
料
品
の
主
な
る
部
分
は
卸
費
商
人
の
手
に
存
す
る
か
、
精
製
品
に
至

っ
て
は
小
費
商

人
の
手

に
も
多
く
存
在
す

る
。
戦
争
以
来
の
投
機
取
引
は
主
に
重
.要
原
料

に
付
て
行
は
れ
、
其
相
場
を
特
に
暴
騰

せ
し
め
た
爲
め
に
、
其
生
産
及
輸
入
を
も
刺
戟
す
る
こ
ε
か
特
に
張
ぐ
、
之
に
比
す
れ
ば
精
製
品
の
生
産
及
輸
入

は
少
な
.か
つ
セ
。
其
結
果
原
料

の
供
給
過
剰
の
甚
し
く
な
れ
る
に
反
し
、
精
製
品
の
供
給
過
剰
は
少
な

か
っ
た
。

此
事
π
る
好
愚
氣

の
際
に
は
常

に
現
は
れ
る
傾
向
て
あ

っ
て
.
今
回
は
此
傾
向
が
特

に
張

か
っ
陀
の
て
あ
る
か
、

.

更
に
注
意
す

へ
き
は
恐
慌
以
来
主
要
原
料
の
生
産
輸
入
は
相
當

に
永
(
継
続
し
た
る
に
反

し
、
精
製
加
工
の
事
業

は
早
く
休
業
し
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
之
か
短
め
原
料
供
給
に
比
し
て
製
品
供
給
の
割
合
を
更
に
少
な
か

ら
し
め
た
。
是
亦
小
萱
市
場
の
相
場
下
落
を
比
較
的
小
な
ら
し
め
た

一
脈
因
て
あ
る
ゆ
而
し
て
重
要
原
料
の
生
産

か
縫
績

せ
ら
れ
乾
る
に
反
し
精
製
加
工
事
業
の
休
止
し
た
の
は
.
必
し
も
後
者
の
経
管

か
賢
明
な

る
方
針
に
出
て

行
は
れ
た
駕

め
ご
は
云
は
れ
な

い
。
前
者
の
生
産
は
通
例
資
力
豊
富
な
る
大
企
業

に
出
て
脛
螢
せ
ら
れ
、
從

っ
て

恐
慌

か
起
る
も
忽
ち
に
休
業
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
な

い
。
加
之

一
方

叢
は
思
惑
的

に
過
多
の
原
料

か
仕
入
れ
て

あ
り
、
他
方
.に
.生
産
休
止
を
爲
さ
ん
ε
す
れ
は
互
大
な
る
固
定
資
本
の
休
止
及
多
敏
職
工
の
解
雇
の
不
利
を
生
す

.



る
爲
め
、
容
易
に
生
産
牧
縮
を
断
行
す

る
を
得
な
か
っ
た
。
之
に
反

し
精
製
業
は
概
ね
小
企
業
て
あ
り
、
從

っ
て

恐
慌

の
爲

め
に
金
融
か
杜
絶
す
れ
は
生
産
の
織
綾

か
忽
ち
困
難
に
陥

る
者
か
多
き
の
み
な
ら
す
、
其
生
産
方
法
の

人
な
る
部
分
は
家
内
工
業
的
て
あ
る
か
ら
、
生
産
を
休
止
す
る
も
大
企
業
の
如
き
損
失
を
蒙
ら
な
い
か
ら
て
あ
る

此
の
如
ズ
比
較
的
に
伸
縮
自
在
な
る
精
製
業
は
原
料
相
場
.の
不
安
定
な
る
間
は
全
く
見
込
生
産
を
差
挫

へ
、
目
前

の
實
需
用

に
鷹
す
る
丈
け
の
生
産
を
行

ふ
て
居
た
か
ら
、
其
生
産
物
は
孕
素

の
如
く
卸
費
商
業
の
仲
介
を
借
ら
す

直
接

に
小
費
市
場

に
提
供
せ
ら

る
、
場
合
か
多
く
な

つ
セ
。

最
後
に
戦
争
以
來
小
費
商
業
の
.費
用

か
卸
萱
に
比
し
て
特

に
壇
加
し
π
こ
ε
を
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
楓
。
商
業
に

於
け
る
ご
其
他

の
産
業
に
於
け

る
ε
を
問
は
す
勢
働
の
費
用
は
次
第

に
増
加
す
る
。
特
に
下
等
勢
働
の
勢
銀
ほ
こ

騰
貴

の
割
合

か
強
い
。
故
に
卸
費

に
比
し
て
特
に
多
一
の
勢
働
就
牛
低
級
の
勢
働
を
多
く
必
要
蓬
す
る
小
費
商
業

か
此
黙
よ
り
し
て
生
産
費
の
糟
加
を
生
す

る
こ
ご
は
當
然
て
あ
る
か
、
我
國
の
小
賀
商
業
は
隊
氷
ε
異
っ
て
非
常

に
多
く
弊
働
を
要
す
る
、
是
れ

一
般
小
費
商
業
か
清
費
者
各
戸

に
就
て
注
文
を
取
り
商
品
を
配
達
す
る
の
方
法
を

探
る
か
矯
め
て
あ
る
。
而
し
て
勢
銀
の
騰
貴
の
傾
向
は
戦
争
前
よ
り
現
は
れ
て
岩
た
か
、
戦
時
及
戦
後
分
好
景
気
に

際

し
て
勢
銀
の
騰
貴
か
急
激
に
起

つ
た
。
此
事
は
産
業
の
総
て
の
方
面
起
現
は
れ
把
の
て
あ
る
か
、
商
業
に
於
て

は
特
に
勢
働
費
用
の
増
加
の
割
合
か
大
ご
な

っ
た
。
以
前

に
は
商
業
使
用
人
印
路
丁
稚
番
頭
ε
な
る
こ
ε
は
、
後

日
凋
立
し
て
商
業
を
管
む
爲
め
の
修
業
ご
見
倣

さ
れ
陀
矯
め
に
、
此
等
使
用
人
は
食
事
宿
潜
以
外
に
勢
銀
字
當
を

時
事
問
題

目
下
の
卸
費
相
場
ミ
小
費
相
場

.
第
十
[
巻

(第
六
號

九
九
)

八
〇
三
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時
事
問
題

目
下
の
餌
壷
相
場
こ
小
費
相
場

・
.

第
十
「巻

(第
六
號

一
〇
〇
)

入
〇
四

給
せ
ら
る

、
こ
ε
か
極

め
て
少
な
か
っ
た
。
近
来
小
菅
商
業
も
.次
第
に
大
規
摸
ε
な

っ
て
資
本
を
多
く
必
要
ざ
す

る
に
至
b
、
從

っ
て
商
業
使
用
人
か
狸
立
の
笹
葉
を
開
始
す
る
こ
ご
か
困
難

ε
な

つ
だ
か
、
併
し
戦
前
ま
て
は
街

ほ
慣
習
的
に
商
業
使
用
人
は
極

め
て
低
廉

に
其
勢
働
を
供
給
し
て
居

っ
た
。
然
る
に
戦
争
以
来
の
勢
働
供
給
不
足

の
爲
め
待
遇
の
不
良
な
る
商
業
方
面

に
は
勢
働
を
得
る
こ
ε
か
至
難

ε
な
り
、
之
か
爲
め
已
む
を
得
す

し
て
俄
か

に
丁
稚
番
頭
の
報
酬
を
増
加
し
、
特

に
以
前
ε
異

っ
て
月
給
制
度
を
採
用
し
叉
公
休
日
を
も
與
ふ
る
に
至

っ
た
。

職
前

に
は
工
場
勢
働
者
ε
な

る
よ
り
も
商
業
使
用
人
ご
な
る
こ
ε
か
上
品
て
あ
る
ε
云
ふ
考

へ
か
街
ほ
張
か
つ
陀

か
ら
、
其
報
酬
の
低
き
に
係
は
ら
す
之
を
志
望
す
る
者

か
多
か
っ
た
か
、戦
争
以
來
胤
會
思
想
の
獲
達

に
件

ふ
て
世

人
の
勢
働
者
の
地
位
に
劃
す
る
考

へ
か
大
に
愛
化
し
た
。
故
に
今
後
商
業
に
於
て
特

に
低
廉

の
勢
働
を
使
用
す
る

こ
ε
は
盆
困
難
ご
な
る
て
あ
ら
う
。
我
国
の
小
費
商
業
か
非
常

に
多
べ
の
勢
働
を
使
用
す
る
に
係
は
ら
す
、
從
來

卸
費
相
場
に
謝
す

る
小
費
相
場
の
増
加
歩
合
か
.
激
米
就
中
米
国
ご
謝
比
し
て
割
合

に
少
な
か
っ
た
の
は
、
土
ざ

し
て
我
商
業
使
肘
人
か
極
め
て
低
廉

の
勢
働
に
甘

ん
し
だ
爲
め
て
あ
っ
た
。
故
に
商
業
使
用
人
の
弊
銀
の
高
く
な

れ
る
今
後
は
大
に
勢
働
節
約
の
方
法
を
講
せ
ね
は
な
ら
漁
か
、
其
の
爲
め
に
は

一
般
消
費
者

の
生
活
慣
習
か
大
に

改
頁
せ
ら
れ
ね
は
な
ら
縄
。
俗
ほ
小
菅
商
業
は
卸
費
し
比
し
て
店
舗
費
用
就
中
家
賃
を
要
す

る
割
合
も
大
て
あ
る

か
、
戦
争
以
来
都
市
人
口
の
大
膨
脹

に
係
は
ら
す
、
家
屋

の
建
築
か
甚
だ
不
充

分
て
あ
ち
..
之
か
爲
め
不
景
氣
を

喫
し

つ
＼
あ
る
今
口
に
於
て
も
術
ほ
家
屋
の
不
足

ご
家
賃
の
騰
貴
ε
か
止
ま
な

い
。
比
熱
も
今
日
の
小
費
商
業
の



費
用
を
特

に
大
な
ら
・し
む

る

一
原
因

て
あ
る
。

四

小
費
市
場
の
改
善
は
潰
費
者
の
豊
醒

我
国
民

一
般

の
消
費
生
活
は
今
尚
ほ
甚
だ
不
規
律
無
節
制
て
る
る
か
ら
、
之
ε
直
接
關
係
を
有
す
る
小
菅
商
業
も

亦
依
然
ε
し
て
醤
特
の
陋
態
を
脱
し
な
い
。
我
国
民
は
大
都
會

に
住
居
し
乍
ら
も
交
通
不
便

に
し
て
定
佳
商
人
の

存
在
せ
さ
る
村
落
の
住
民
の
如
く
、
小
賞
商
人
の
戸
口
に
巡
回
し
蘇
る
を
待

っ
て
日
用
品
を
購
買
せ
ん
ε
し
、
從

っ
て
大
都
曾
の
小
費
商
人
か
概
ね
幼
稚
劣
悪
な
る
行
商
的
性
質
を
帯
ふ
る
こ
ε
か
強

い
。
叉
我
国
の
小
費
商
業
は

.
一
般

に
掛
費
り
の
方
法
に
出
て
纒
鞍

せ
ら
れ
て
居

る
か
、
小
菅
商
人
は
元
ご
資
力
の
最
も
貧
弱
な
る
商
人
て
あ
る

か
ら
、
国
民
か
彼
等
よ
り
月
々
の
需
用
物
を
掛
賞

に
出
て
供
給

せ
ら

る
ご
云
ふ
こ
ε
は
、
即
ち
貧
困
な
る
商
人
よ
.

b
月
々
の
生
活
費

セ
前
借
り
し
て
生
活
す
る
こ
ご
を
意
味
す
る
。

一
般
清
費
者
か
此

の
如
く
禁
治
産
者
的
の
生
活
.

振
り
を
爲
す

に
於
て
は
、
之
を
相
手

ε
し
て
壁

ま
る
、
小
責
商
業
が
腐
敗
す

る
の
は
當
然
て
あ
る
。
叉
小
菅
商
人

か
誠
實

に
之
を
継
督
し
て
も
其
生
産
費
か
多
額
ご
な
る
こ
ε
を
免
れ
距
。
然

る
に
從
來
部
費
相
場

に
謝
す

る
小
菅

相
場
の
増
加
歩
合
を
見
る
に
、
我
國

か
隊
米

に
比
し
て
其
割
合
に
{口回
く
な
か
つ
売

の
は
、
前
述

の
如
く
圭
ご
し
て

我
商
業
使
用
人
か
從
來
は
極
め
て
低
廉
の
勢
働
に
服
し
た
か
ら

て
あ
る
。
即
ち

}
般
消
費
者
は
燐
む

へ
き
商
業
使

用
人
の
虐
使
に
出

て
利
益
し
て
居
た
の
て
あ
る
か
、
今
後
此
の
如
き
駄
態
は
最
早
や
纏
績
す
る
を
得
な

い
。

時
事
問
題

目
下
の
卸
賛
椙
響

小
幕

揚

第
+
一巻

(第
六
號

δ

こ

八
○
伍



時
事
問
題

目
下
の
卸
費
相
場
ご
小
賞
相
場
.

第
十
【
巻

(第
六
號

一
〇
二
一

入
〇
大

小
賞
相
場
の
關
係

よ
り
小
室
商
業
使
用
人
の
待
遇
問
題
に
燭
れ
た
序

を
以
て
、
今

一
つ
其
待
遇
上
の
重
要
黙
を
暴

け
て
世
人
の
注
意
を
促

か
し
た

い
。
我
国
て
小
費
商
業
の
改
善
ε
云

へ
は
先

っ
消
費
者
の
立
場
よ
り
見
で
小
費
相

場
を
低
廉

な
ら
し
む
る
こ
ε
て
あ
り
、更

に
其
社
倉
的
改
善
こ
し
て
は
丁
稚
番
頭
の
物
質
的
待
遇
の
改
良
、就
中
其

.

報
酬
の
増

加
か
重
要
現
せ
ら
れ
て
居

る
か
、
吾
々
は
北
郷
に
切
迫
せ
る
重
大
の
道
徳
問
題
か
存
在
す
る
こ
ざ
に
注

意
せ
ね
は
な
ら
阻
。
今
日
多
く
の
小
責
商
業
に
於
て
は
技
術
士
及
掛
引
上
顧
客
を
欺
瞞
す
る
こ
ご
を
以
て
重
要
の

仕
事
ご
爲
し
、
無
垢
の
少
年
か
丁
稚
小
便
こ
し
.て
商
業
に
從
事
す
る
に
は
先

つ
斤
量
を
欺
b
、
桝
目
を
盗
み
、
劣

等
品
を
化
装

し
て
上
等
品
の
如
く
見
せ
、
液
艦
に
は
水
を
割
り
、
其
他
飲
食
品
に
謝
し
て
健
康
上
有
害
な
る
物
膿

を
混
和
し
、
天
魔
偏
を
以
て
顧
客
に
慮
侍
す
る
の
修
業
を
積
ま
ね
は
な
ら
澱
。
叉
商
業
使
用
人
を
し
て
此
の
如
く

戻
.心
の
忽
ひ
難
き
不
道
徳
の
勢
務

に
服
せ
し

め
.
特
に
日
常
親
密

に
接
燭
す

る
所
の
顧
客
に
謝
し
て
此
の
如
き
不

正
手
段

の
貴
行
を
命
ず

る
こ
ε
は
、
物
債
的
の
虐
待
以
上
の
重
大
な
る
虐
待

て
め
る
。
今
日
勢
働
者
の
肉
艦
的
の

健
康
を
保
護
す

。
短
め
に
は
工
場

の
設
備
努
働
時
間
等
の
取
締
り
か
重
士
幌
せ
ら

る
・
に
係
は
ら
す
、
商
業
勢
働

者
の
橋
脚
的
健
康
を
蹂
躙
す
る
上
述

の
使
用
方
法
か
何
時
ま
て
も
看
過
せ
ら

れ
る
こ
`
は
出
來
な

い
。
而
し
て
此

弊
害
を
矯
正
す
る
に
は
不
正
競
争
取
締
の
制
度
を
必
要

ε
す
る
は
明
か
て
あ
る
。

一、
般
勢
働
者
ご
共
に
商
業
使
用

人
も
大
に
畳
醒
に
向
ひ

つ
、
み
る
か
ら
、
此

の
外
部
か
ら
の
取
締
制
度
は
内

部
か
ら
改
善
的
努
力
を
誘
ひ
起
す
こ

ど

、
な
り
、
相
當
に
、改
善
の
敷
果
を
生
す
る
て
あ
ら
う
か
、
併
し
小
費
商
業

に
此
の
如
き
不
正
競
争
手
段
の
行
は



る
＼
主
た
る
原
因
は
、
我
國
民
の
消
費
生
活

の
不
規
径
な
矯
め
商
人
の
間

に
健
全
な
る
競
争
か
起
ら
な

い
こ
ご
て

あ
る
。
又
消
費
者

の
中
に
は
代
金
支
佛
の
遅
滞
不
履
行
に
.山
う
商
人
に
損
害
を
加
ふ
る
も
の
か
頗
ぶ
る
多
く
、
.中

.

流
以
上
の
消
費
者

の
中
に
は
封
建
時
代
に
於
け
る
か
如
く
出
入
商
人
を
自
家
の
奉
公
人
の
如
一
取
扱
ひ
、
小
額
の

買
物
に
付
て
無
蓋

の
手
数
を
掛
け
さ
せ
屈
辱
の
不
快
を
戯
せ
し
め
て
卒
然
た
る
者
も
頗

る
多
く
、
之
か
儒
め
商
人

は
自
駈
上
隠
密
に
不
正
を
行
ふ
て
損
害
の
輕
減
を
圖
ら
ん
ε
す

る
場
合

も
甚
だ
多

い
。
從

っ
て
小
費
商
業
に
於
け

る
上
述
の
弊
害

は

一
般
消
費
者

の
生
活
振
り

の
政
善
に
由
ら

さ
れ
は
充

分
に
矯
正
せ
ら
れ
る
見
.込
は
な
い
。
故
に

肚
會
公
衆
は
其
消
費
生
活
改
善
を
以
て
盟
に
之
を
自
家
の
利
害
問
題

ε
し
て
取
扱
ふ
に
止
ま
ら
す
、
更

に
商
業
上

の
肚
會
問
題
解
決
の
責
任

の
よ
よ
り
之
を
取
扱
は
ね
は
な
ら

の
.。

小
萱
商
業
や
手
工
業
.の
如
き
小
企
業
の
維
持
獲
達
を
圖
り
特
に
百
貨
商
店
や
工
場
工
業
の
如
き
大
企
業
の
墜
倒
的

競
争
に
劃
し
て
此
等
の
小
企
業
を
保
護
す
る
こ
ε
は
、
中
産
階
級
政
策
叉
は
中
居
肚
會
政
策
`
構
せ
ら
れ
、
戦
前

の
凋
填
諸
國

に
於

て
は
特

に
深
く
注
意
せ
ら

れ
た
所

で
あ

る
。
今
の
世
に
於

て
中
層
階
級

か
社
倉
構
成
上
如
何
な

門
る
意
義
を
有
す

る
や
」
又
中
層
階
級
の
中
に
て
大
企
業
に
使
用
せ
ら

る

、
役
員
階
級
ざ
自
作
農
畏
小
費
商
人
等
の

小
企
業
者
ご
の
何
れ
か
重
き
を
爲
す
や
に
付
て
は
種
々
の
意
見
も
あ
る
て
あ
ら
う
。
我
國
の
小
責
商
人
の
都
會
構

成
上
に
於
け

る
地
位
は
、
我

か
田
舎
に
於
け
る
且
作
農
民
の
如
く
重
き
を
爲
す
も
の
て
な

い
ビ
し
て
も
、
荷
ほ
可

な
り
人
な
る
程
度

に
都
會
生
活

の
代
表
者
て
あ
る
ご
云

へ
る
。
・・此

の
如

き
地

位
を
有
す

る
小
菅
商
人

か
、
封
建
時

時
事
問
題

目
下
の
卸
萱
相
場
ピ
小
彊
相
場

第
十
一巻

(第
六
號

一
〇
三
)

入
〇
七
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時
事
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題

目
下

の
卸
費
相
場
ざ
小
費
相
場

第
十

　
巻

(第
六
號

一
〇
四
)

八
○
八

●

代

起
は
賎
劣
階
級
現
せ
ら
れ
た
る
代
償

ε
し
て
看
過

せ
ら
れ
た
る
か
如
き
取
引
上
の
悪
徳
を
合
目
ま
て
織
綾
し
、

否
な
封
建
時
代
に
於
け
る
か
如
き
同
業
仲
間

の
強
き
制
裁

ε
、
殆
ん
ご
世
襲
的

に
得
意
關
係
の
織
綾
せ
る
爲

め
に

消
費
者
ε
其
出
入
商
人
ε
の
間

に
自
然

に
獲
生
し
陀
る
情
誼
關
係
ε
の
消
滅

し
た
る
今
日

に
於
て
は
、
其
悪
徳
か.

.
一
層

甚
し
一
な

っ
て
居

る
こ
ご
は
國
民
道
徳
上
の
重
大
缺
陥
て
め
る
。
小
質
商
業
界
に
於
け
る
此

の
如

き
慣
習
か

.一
般
實
業
道
徳
の
基
調
を
駕
し
て
居
る
か
ら
、
我
国
の
實
業
道
徳
は
文
明
國
に
比
類
な
き
劣
悪
の
も
の
ざ
な
っ
て

居

る
。
故

に
我
か
小
費
商
業
に
付
て
改
善
の
急
を
要
す
る
も
の
は
其
物
質
關
係
の
問
題
よ
り
も
寧
ろ
其
精
神
的
道

徳
的
破
産
状
態
の
救
済
て
な
く
て
は
な
ら
諏
か
、
之
を
救
済
す

る
こ
こ
前
述

の
如
く
消
費
者
ε
し
て
の
國
民
二

般

の
　覚
醒
か
必
要
て
あ
る
。
小
費
商
人
の
悪
徳
な
る
も

の
は
軍
に
小
賞
商
人
ε
穂
す
る
特
種
階
級
の
固
有
す
る
鉄
黙

て
は
な
く
、
国
民

一
般
の
歓
黙

か
之
ご
接
燗
す
る
小
萱
商
業

の
上
に
反
射
し
て
居
る
の
て
あ
る
。
此
事
は
小
責
商

業
上
の
峡
黙
ε
性
質
を
同

ふ
す

る
多
く
の
快
然
か
、
政
治
敏
育
肚
交
響

の
國
民
生
活

の
他

の
諸
方
而

に
も
殆
ん
ε

回
し
程
度
に
現
は
れ
て
居

る
こ
ε
に
徴
し
て
も
明
か
て
あ
る
。

「


